
 

 
 

平成 25 年 9 月●日 

平成 25 年 10 月 11 日 

北 海 道 大 学 

株式会社日本政策投資銀行 

株 式 会 社 北 洋 銀 行 

株 式 会 社 北 海 道 銀 行 

「北海道 PFI 推進セミナー」開催のご案内 

  

北海道大学（総長：山口佳三）、株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：橋本徹 
以下｢DB J｣）、株式会社北洋銀行（取締役頭取：石井純二 以下｢北洋銀行｣）ならびに 
株式会社北海道銀行（取締役頭取：堰八義博 以下｢北海道銀行｣）は、北海道大学と DBJ にて  
平成 16 年に締結した包括連携協定、DBJ と北洋銀行および DBJ と北海道銀行にて平成 17 年に  
締結した業務協力協定の一環として、平成 25 年 10 月 22 日（火）に｢北海道 PFI 推進セミナー｣ 
を共同で開催します。  

国・地方ともに厳しい財政状況の中で、昨今ますます深刻化する公共施設・インフラの老朽化  
問題等に対応していくためには、PFI/PPP（注）等による民間ノウハウや民間資金の活用が重要  
と考えられます。目下、政府においても、PFI/PPP 活用拡大へ向けて総力を挙げた取り組みを 
推進しているところであり、｢日本再興戦略｣では、今後 10 年間で PFI/PPP の事業規模を  
12 兆円に拡大することが目標として掲げられています。  
こうした状況を踏まえ、本セミナーでは PFI/PPP を取り巻く環境や最近の関連施策動向、具体  

事例などをご紹介するとともに、北海道における PFI/PPP 推進に関する議論を行う予定です。  
 
参加ご希望の方は、平成 25 年 10 月 17 日（木）正午までに別紙申込書に必要事項を記載の上、

FAX にてお申し込みください。  
 
■  開催要領  

・日時：平成 25 年 10 月 22 日（火）13:00～15:45（12:45 開場）  
・場所：北海道立道民活動センタービル（かでる 2.7）4 階  ｢大会議室｣ 

（札幌市中央区北 2 条西 7 丁目）  
・主催：北海道大学、株式会社日本政策投資銀行、株式会社北洋銀行、  

株式会社北海道銀行  
・共催：内閣府、株式会社日本経済研究所、株式会社北海道二十一世紀総合研究所、  

株式会社道銀地域総合研究所  
・後援：北海道、財務省北海道財務局、一般社団法人北海道信用金庫協会、  

一般社団法人北海道信用組合協会  
・プログラム：  

１．基調講演  
  ｢PFI/PPP の推進に向けて｣ 

     内閣府民間資金等活用事業推進室 参事官 井上  誠  
２．パネルディスカッション｢北海道における PFI/PPP 推進を考える｣ 
  パネリスト 北海道大学公共政策大学院    教授   石井 吉春  

株式会社日本政策投資銀行     
地域企画部長・PPP/PFI 推進センター長  佐竹 俊哉  

株式会社北洋銀行市場開発部   副部長      大畑 周司  
        株式会社北海道銀行営業推進部  上席調査役     戸川 宗治  

           紫波町経営支援部企画課     公民連携室長   鎌田 千市  
     司会  株式会社日本政策投資銀行北海道支店  企画調査課長    遠藤  健  

＜出演者の略歴については、別紙略歴書をご参照ください＞  
 ・参加：無料  
 ・定員：200 名（先着順にて締め切らせて頂きます）  

 



 
北海道大学、DBJ、北洋銀行および北海道銀行は、今後も連携して、地域の関係者とともに

地域経済社会の活性化を支援してまいります。  
 
 
（注）PFI（Private Finance Initiative：プライベート・ファイナンス・イニシアティブ） 

とは、公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力および技術的能力を

活用して行う新しい手法。 

PPP（Public Private Partnership：パブリック・プライベート・パートナーシップ）とは、行政

主体による公共サービスを、行政と多様な構成主体との連携により提供していく新たな考え方。  
民間委託、PFI、指定管理者制度、民営化、地域協働、産学公連携等を含めた公民連携手法の総称。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】  

（株）日本政策投資銀行 北海道支店 企画調査課 電話番号  ０１１－２４１－４１１７ 

同   地域企画部ＰＰＰ／ＰＦＩ推進センター 電話番号  ０３－３２４４－１７５０ 

同       金融法人部   電話番号 ０３－３２４４－００２０  



出演者の略歴 

＜別 紙＞  
 
 

 

 
○基調講演 

内閣府民間資金等活用事業推進室 参事官 井上 誠 

  1989年建設省（現国土交通省）入省。2010年国土交通省道路局総務課高速道路経営管理  

室長、2012年内閣府民間資金等活用事業推進室・内閣官房PFI法改正等準備室参事官（現職）。 

 

 

○パネリスト  

北海道大学公共政策大学院 教授      石井 吉春 

1976 年北海道東北開発公庫（現㈱日本政策投資銀行）入庫。日本政策投資銀行四国支店長

等を経て、2005 年から現職。専門分野は地域政策・地域経済・地方財政等。 

 

株式会社日本政策投資銀行 地域企画部長・PPP/PFI推進センター長  佐竹 俊哉 

1983年北海道東北開発公庫（現㈱日本政策投資銀行）入庫。北海道支店業務課長、企業戦略

部次長、地域振興グループ長等を経て2012年より現職。PPP/PFI推進センター長。 

 

株式会社北洋銀行   市場開発部副部長   大畑 周司 

1983年株式会社北海道拓殖銀行（現㈱北洋銀行）入行。資金証券部主任調査役、市場開発部

管理役等を経て、2010年より現職。 

 

株式会社北海道銀行 営業推進部上席調査役 戸川 宗治 

1991年株式会社北海道銀行入行。函館支店長代理、法人営業部次長等を経て2013年より現職。 

 

紫波町経営支援部企画課 公民連携室長   鎌田 千市 

1992年入庁、総務課、税務課、商工観光課勤務を経て、2007年企画課。2009年東洋大学大学

院経済学研究科公民連携専攻修了。公民連携手法を用いた紫波中央駅前都市整備事業（オガ

ールプロジェクト）を推進し、2013年より現職。 

 

 

○司会  

株式会社日本政策投資銀行 北海道支店企画調査課長  遠藤 健 

1997年北海道東北開発公庫（現㈱日本政策投資銀行）入庫。地域企画部調査役、北海道支店

調査役等を経て2013年より現職。 

 
 

 



 

 

 

 

株式会社日本政策投資銀行 北海道支店 企画調査課 行 

ＦＡＸ：０１１－２２１－０６５０ 

 

「北海道ＰＦＩ推進セミナー」申込書 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日 時：平成 25 年 10 月 22 日（火）13：00～15：45（開場 12：45） 

場 所：北海道立道民活動センタービル（かでる 2.7）4 階  ｢大会議室｣ 
（札幌市中央区北 2 条西 7 丁目）  

参加費：無料 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

貴団体／貴社名                             

 

出席者のお名前 部署名・お役職 
ご連絡先 

（FAX またはメールアドレス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご連絡担当 （上記出席者と同様の場合、記載不要です） 

 

 ご担当者名                                 

 

 お電話番号                                 

 

 ＦＡＸまたはメールアドレス                        

 

※ 受講証の発行はいたしません。お申込時に既に満席の場合、ご記載の連絡先にお知らせします。 

※ 申込書とあわせて、事前アンケートもＦＡＸにてご送信下さい。 
 

 

ＦＡＸ送付状 

お申込時に頂きました個人情報は、当セミナーの実施・運営以外には利用いたしません 



貴団体／貴社名                                      

 

以下は事前アンケートです。パネルディスカッション等での参考にさせて頂きます。 

 

Q１．貴団体／貴社につきご教示下さい。あてはまる番号に一つだけ○をおつけください。 

①公共団体  ②金融機関  ③建設業  ④コンサル・設計業  ⑤サービス業  

⑥その他（具体的に             ） 

 

Q２．貴団体／貴社で取り組み経験のある事業につきご教示下さい。 

あてはまる番号の全てに○をおつけください。 

①各種プロポーザル提案 

②指定管理者制度 

③ＤＢＯ 

④ＰＦＩ 

⑤複数施設の包括業務委託（受託） 

⑥その他（                               ） 

 

Ｑ３．貴団体／貴社におけるＰＦＩへの取組状況をご教示下さい。 

あてはまる番号の全てに○をおつけください。 

①ＰＦＩ事業を実施中である（または実施したことがある） 

②特定の事業にＰＦＩ手法を活用すべく具体的な検討を進めている 

（または検討したことがある） 

③ＰＦＩ事業の実施に向け、庁内／社内体制の構築等を実施済である 

④ＰＦＩ事業の実施に向け、情報収集を実施している 

⑤当面の間、ＰＦＩ事業に取り組む予定は無い 

 

Q４．ＰＦＩ手法の活用または事業参画を検討してみたい事業分野がありましたらご教示下さい。 

あてはまる番号の全てに○をおつけください。 

①庁舎 ②学校 ③公民館・市民ホール等 ④公営住宅 ⑤高齢者施設等 

⑥スポーツ施設 ⑦斎場 ⑧学校給食センター ⑨都市公園 

⑩その他（                            ） 

 

Q５．ＰＦＩ／ＰＰＰを推進する上での課題として考えられるものをご教示下さい。 

あてはまる番号の全てに○をおつけください。 

①ＰＦＩ／ＰＰＰに適した公共事業が少ない（案件数が少ない） 

②手続等が煩雑である 

③ＰＦＩ／ＰＰＰに取り組んだ経験が無い 

④事業の民間提案のハードルが高い 

⑤庁内／社内における専門知識または人材の不足 

⑥金融機関の理解・サポートの不足 

⑦その他（                           ） 

 

Ｑ６．現在、ご関心をお持ちの事項をご教示下さい。あてはまる番号を 3 つまで○をおつけ下さい。 

  ①ＰＦＩの概要・特色  ⑤地域企業等の参画方法 

  
②ＰＦＩ／ＰＰＰ事業の事例 

（具体分野：                   ）
 ⑥公有資産マネジメント手法・事例 

  ③公共施設等運営権（コンセッション） 

 
⑦その他 

（                      ）  ④民間提案制度への取り組み 

 



 

    Ｑ７．今回の基調講演、パネルディスカッションでお知りになりたい点などあればご記載下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

※上記を質問したい講師／パネラーがいればご記載下さい（         氏） 

 

 

    Ｑ８．ＰＦＩ／ＰＰＰ事業に関し、金融機関に期待する点がございましたらご記載下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 


